
 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

  

 

  

  

   

  

 

  

 

【話しを聞く力】 
「同じ色のおはじきを選ばないように５個
ずつとりましょう」 
という言葉掛けをしました。 

「色がバラバラならいいのね」と、5 色のおはじきを一つずつ取るグ

ループもいました。確かにそうとも取れる言葉掛け。そう言えば、子ども

たちは分かりやすいのだろう。保育士の考えるきっかけになります。 

年中児のすずらん活動(小集団活動)の様子です。 

   今回は『おはじき』で遊んでみました。【話しを聞く力】【考える力】【順番を待つ力】また

【指先の発達】などを考察しながら、子ども達にも楽しい活動になったようです。また、ルール

を説明する時の保育士の言葉かけの難しさを感じる場面もありました。 

２０２５年 ３月 

月 

【考える力】 
自分のおはじきを相手のどのおはじき
に当てれば良いか考えながら飛ばします 

【指先の力】 
力の調整が難しい場合、少し重みのある玩
具に変えてあげると上手くいくことも！ 

木のおもちゃだから、重く

て飛びにくいね！ 

【順番を待つ力】 
遊びが楽しいと期待しながら待つ
ことができるようになります 

順番が来るまで待てることも成長過程
で大事なこと。SNSの普及で、次々に流
れる情報に慣れてしまい「じっと待つ」
ことが難しい子が増えています。 


